










採択番号  No.3 
図１：部材２の加工 
平成 27 年度学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書 
ふりがな 






















氏名 宮本 裕司 
所属 工学部 地球総合工学科 






































82.3 0.4 0.32 1750 
 
 実験では図３.2 のように、荷重をかけない CFRP パイプがモーメント反力を持つように











分の断面は CFRP パイプの外径を内径とし、厚みを t₁として考える。 
 まず、強度計算に必要な原点から距離 x の点におけるモーメントは 
 
となり、  のとき、  は最大値をとることが分かる。 
従って、 
 




図３.1：部材立面図 図３.2：部材立面図 簡易図 
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(有) オリンポス  著 四戸 哲 山崎 宏二 
 第 13 章 パイプ・シェル – 土木学会 
4TUhttp://library.jsce.or.jp/Image_DB/committee/steel_structure/book/54624/54624-0221.pdf
#search='%E5%86%86%E7%AD%92%E3%83%91%E3%82%A4%E3%83%97+%E5%BA
%A7%E5%B1%88U4T' 
 
 
 
 
